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100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2017年12月8日）

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年12月8日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年12月8日）

［株式市場］

［債券市場］

インドネシア株式市場は上昇しました。前週はMSCIインデックス
のリバランスの影響を受け下落していましたが、週初に反発しま
した。その後も銀行、消費関連株などを中心に堅調となりまし
た。一方で、財務省発表の今年度の税収達成率が低調だったこ
とから、インフラ支出の減速懸念を背景に建設関連などは軟調
となりました。

週の前半は、インドネシアの米ドル建てグローバル新発債への需
要が好調だったことを受けて、国内債券市場でも買いが優勢とな
りました。しかし、週の後半にかけて売買が低調となる中、利益確
定売りに押され、利回りは上昇（価格は下落）しました。

ルピアは狭い値幅での推移となりましたが、材料が乏しい中、
実需の米ドル買いを背景に、対米ドルでは下落しました。一方、
米国の税制改革の進展を背景に円安が進行し、円の対米ドル
での下落幅が大きかったため、ルピアは対円では上昇しまし
た。
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英国プルーデンシャル社はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開
しているプルデンシャル・ファイナンシャル社とは関係がありません。

（対象期間：2017/12/4～12/8）

2017年12月11日
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/11/30* 2017/12/8 変化率

5,952.14  6,030.96 +1.32%

2017/11/30* 2017/12/8 変化幅

6.517 6.561 +0.044

2017/12/1 2017/12/8 変化率

0.830 0.838 +0.96%
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*12月1日は祝日のため休場

［為替市場］

*12月1日は祝日のため休場


